
　

生徒の実態，教師の願い

教科等との関連

１ 確かな学力を身につける
２ 国語力・コミュニケー
　 ション能力の育成

平成３１年度　特別活動全体計画
宮城県古川黎明高等学校

本校の教育目標

関連法令 校　　訓

尚志　　至誠　　精励

特別活道の指導方針

１学校生活の中に、様々な集団活動の機会を保障する
２心と体のバランスに配慮し、総合的伸長をはかる。
３生徒一人一人の個性を尊重し、その伸長はかる。
４生徒が集団の一員として自ら人間関係を築こうとす
　る自主的・実践的な精神を培いその意欲を育てる。
５中高との連携をはかり、行事を精選し行事内容を充
　実する

１ 進路学習
２ 各種講演会の実施
３ 小論文学習

総合学習との関連

生徒指導の方針

1生徒と教師の信頼関係お
　よび生徒相互の好ましい
　人間関係を育てるととも
　に，生徒理解を深め，生
　徒の自主性，主体性確立
　に努める。
２生徒の校内での諸活動を
　支援し，充実した学校生
　活を送れるよう助言・指
　導を行う。
３生徒が規定を厳守するよ
　う全職員が共通認識のも
　とで指導する。

創造力　　自主・自立　　共生

保護者や地域の願い

○楽しく充実した学校生活
　を送りつつ，高い学力と
　を豊かな人間性を身につ
　け，社会で活躍できる人
　材になってほしい。

特別活道の目標

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれ
た発達と個性の伸長を図り，集団や社会の一員
としてよりよい生活や人間関係を築こうとする
自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間
とし在り方・生き方についての自覚を深め、自
己を生かす能力を養う。

１　日本国憲法
２　教育基本法
３　学校教育法
４　学習指導要領

○穏やかな地域風土の中
　で，男女とも素直で優
　しい生徒が多い。
○先を見通す力と行動力
　を身につけて，文武に
　バランスのとれた人材
　になってほしい。

(1)ホームルームでの人間関係づくり
　・他者と交流し自己との違いを理解
　　した上で、積極的に相手と関わり
　　理解しようとする態度を育む。
　・与えられた役割を果たすことで、
　　責任感や公共心を育む
(２)社会性と自律性の涵養
　・ルールやマナーを遵守し場に応じ
　　た言動が自らできるようにする。
(３)適応と成長
　・学校行事や学年行事への取り組み
　　を通して集団への帰属意識や「黎
　　明生」としての自覚を育む
(4)学業と進路意識の向上
　・学びを通して進路選択・自己実現
　　への意欲を高める

(1)主体的な生徒会活動
　・生徒会の自治を尊重し、様々な活
　　動において自主性を保障し、自己
　　解決能力を育む。
(２)異年齢集団による交流
　・学年を超えた交流をはかり中高一
　　貫校としての連帯感を高める。
　・委員会活動や部活動の活性化を図
　　り健全な心身の育成をはかる。
(３)学校行事への取り組み
　・各種委員会の取り組みを通して学
　　校全体で行事を成功させるという
　　意識を育む
(４)社会参画
　・ボランティア活動や地域の人々と
　　の交流を通して、社会との関わり
　　を学ぶ。

(１)儀式的行事
　・式典(入学式・卒業式等)を通して
　　けじめ･節度について考えさせ、
　　公共の精神を養う。
(２)文化的行事
　・芸術鑑賞を通して情操を高める。
　・文化祭を通して創造性を高める。
(３)健康安全・体育的行事
　・体育祭を通じて健全な心身の発達
　　協調性・達成感を獲得する。
　・各種講演会を通して健康で安全
　　な生活を送る知識や能力を養う。
(４)旅行・集団宿泊的行事
　・校外研修を充実させ、自主的自律
　　的な集団行動を学ぶ。
(５)勤労生産・奉仕的行事
　・ボランティア活動の推進

学級活動 生徒会活動 学校行事

〔目標〕基礎的な生活集団としての各
ＨＲで望ましい人間関係を形成し、集
団の一員として協力して問題を解決す
る態度や意識を育てる。

〔目標〕全生徒によって組織する生徒
会においてよりよい学校づくりのため
に自主的・自律的に諸問題を解決する
態度を育てる。

〔目標〕学校行事を通して集団への帰
属意識や連帯感を深め、公共心を養う
とともに、協力してよりよい学校生活
や社会生活を築こうとする態度を育て
る。


